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要旨
本稿の目的は、現代日本においてソーシャル・キャピタルは権威主義的パーソナリティとどのような関連があるのか

を明らかにすることである。先行研究から権威主義的パーソナリティに影響を与える要因として学歴、職業、家族な

どが指摘されてきたが、ソーシャル・キャピタルとの関連についての研究はまだ少ない。そこで本稿では、全国調査デ

ータを用いて多変量解析（因子分析、重回帰分析、媒介分析）を行い、結束型ソーシャル・キャピタル（以下、結束型

SC）と橋渡し型ソーシャル・キャピタル（以下、橋渡し型SC）の二種類のソーシャル・キャピタルと権威主義的パー

ソナリティの関連を確認した。その結果、親しい人の数の多さは権威主義的パーソナリティと負の関連があること、近所：

きずなと一般的信頼、個別的信頼の高さは正の関連があることが明らかになった。また、競争不安と権威主義的パーソ

ナリティにおける一般的信頼の間接効果を確認するため、媒介分析を行った結果、一般的信頼を経由した負の間接効果

が存在することが確認された。以上の結果より、結束型SCが高い人ほど権威主義的パーソナリティが強いことが示され、

特に橋渡しSCの場合、親しい人の数が多いほど権威主義的パーソナリティが弱いが、一般的信頼が高いほど権威主義

的パーソナリティが強いことから、橋渡しSCの中でも権威主義的パーソナリティとの関連において多様性が見られる

ことが確認された。それに加え、媒介分析からは競争不安が一般的信頼を低下させることによって、権威主義的パーソ

ナリティを引き下げる可能性が示唆された。

キーワード
権威主義的パーソナリティ、ソーシャル・キャピタル、競争不安、多変量解析

１．はじめに

権威主義的パーソナリティに関する研究が始まったのは枢軸国であったナチスドイツとイタリア王国に

おいてみられる外国人と性的少数者への差別傾向が権威主義的パーソナリティによるものである可能性が

指摘されたからである。

弘文堂の『社会学事典』（田中1988a, 1988b：260-261）によると、権威主義は社会的事実を、その固

有の内在的価値によってではなくて、外在的な権力や威信の文脈のなかで評価したり、意味づけをしよう

とする視座構造と定義され、権威主義の視座構造をうけいれやすい人々のパーソナリティの構造を権威主

〈論文〉
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義的パーソナリティとよぶ。

権威主義的パーソナリティは権威主義的伝統主義と集団同調性、自己確信性に分類される。まず、権威

主義的伝統主義は伝統的権威を中心とした権威のあるひと、ものへの服従、逸脱者への攻撃の態度を指し、

集団同調性は親戚、友人、自分の帰依する宗教団体、社会全体、以上の四つの所属集団と自分自身の考え

方が一致することを、また、自己確信性は自分自身の能力、自己像、考え方に対する肯定的側面を意味す

る（吉川 1992）。

そのような権威主義的パーソナリティを計る尺度として最初に提案されたものはアドルノによるF尺

度である（Adornoほか 1950）。しかし、後にF尺度は信頼度と妥当性の面において批判され、F尺度の

中で権威主義的服従、権威主義的攻撃と因習主義で権威主義的パーソナリティを計る右翼権威主義尺度

（Right-Wing Authoritarianism Scale）が開発され（Altemeyer 1981）、今では研究者によって多用されている。

初期の権威主義的パーソナリティ研究は権威主義を発生させる性格が存在すると考え、そのような性格

を構成する要素を明らかにすることを目的としていた。しかし、権威主義的パーソナリティの研究が進む

につれ、社会・経済的要因と権威主義的パーソナリティの関連が確認されるようになった。その結果、権

威主義的パーソナリティは単なる性格ではなく、ある個人が持っている、社会に対する考え方・態度であ

ることが判明された。

日本においても第二次世界大戦における枢軸国としての特殊な歴史的経験から権威主義的パーソナリテ

ィに関連する数多くの研究がなされてきた。そこで、今まで行われた日本における権威主義的パーソナリ

ティの研究を三つに分類することができる。まず、第一は権威主義態度の構成要素に関する研究である。

次の第二は独立変数としての権威主義的パーソナリティの研究で、権威主義態度によって影響されるもの

に関する研究である。最後の第三は従属変数としての権威主義的パーソナリティの研究で、権威主義態度

に影響を与える要因に関する研究である。

特に第三の研究から年齢、学歴、職業威信、家族構成、競争不安・閉塞感が日本における権威主義的パ

ーソナリティと関連があることが明らかになったが、ソーシャル・キャピタルと権威主義的パーソナリテ

ィにおいてどのような関連があるのかについて確認した研究は数少ない。

今までのソーシャル・キャピタル研究からソーシャル・キャピタルがもたらす肯定的な機能が指摘され

ている。ソーシャル・キャピタルが役割を果たす分野として、①企業を中心とした経済活動、②地域社

会の安定、③国民の福祉・健康、④教育、⑤政府の効率が挙げられる。特に②の地域社会の安定におい

てソーシャル・キャピタルは地域住民同士の一体感を醸成し、犯罪を抑止することが指摘される（稲葉 

2011：41、49-53）。

しかし、ソーシャル・キャピタルには肯定的な役割のみならず、社会における寛容度を下げ、村八分に

つながりやすいといった否定的な側面が存在することも同時に指摘されている（稲葉 2011：161-162）。

権威主義が権威への服従と攻撃傾向を含んでいることを考えると、ソーシャル・キャピタルは権威主義的

パーソナリティと肯定的な関連がある可能性が存在する。

本稿の目的は、現代日本において権威主義的パーソナリティとソーシャル・キャピタルにどのような関
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連があるのか、とりわけ権威主義的パーソナリティを強化させる・緩和させるソーシャル・キャピタルは

何かを明らかにすることである。それを確認するために権威主義的パーソナリティとソーシャル・キャピ

タルが調べられた全国調査データを用いた計量分析を行う。はじめに、因子分析を行い、四つの権威主義

的パーソナリティによる権威主義的パーソナリティの因子を抽出する。次の相関分析では後に紹介する五

つのソーシャル・キャピタルと因子分析から得られた権威主義的パーソナリティの因子の関連を確認する。

さらに因子分析から得られた権威主義的パーソナリティの因子を従属変数、ソーシャル・キャピタルを独

立変数とした重回帰分析を行い、権威主義的パーソナリティとソーシャル・キャピタル関連を確認する。

最後に、橋渡しSCである一般的信頼を媒介変数として、競争不安と権威主義的パーソナリティにおける

三者間の関連を確認する。

２．先行研究と分析課題

2.1 先行研究

権威主義的パーソナリティに影響を与える要因に関する先行研究は大きく遺伝的・先天的な要因に着目

する研究と心理社会的・後天的な要因に着目する研究に分類される（敷島 2004）。そこで、本稿では主

に後者の心理社会的要因が権威主義的パーソナリティに与える影響を中心に議論を進めていきたい。

権威主義的パーソナリティに影響を与える第一の要因として、職業階層が挙げられる。吉川（1992）

は権威主義的パーソナリティと職業階層に関する日本国内外の先行研究を紹介した後、「仕事とパーソナ

リティ研究」データを分析して、自己確信性と職業階層との関連、即ち職業階層が低いほど自己確信性が

強いことを確認した。しかし、その後の調査から95年のSSM調査に比べ、2005年のSSP調査における権

威主義的パーソナリティと職業階層の関連の弱まりが明らかになった（吉川 2014）。

第二の要因は教育である。吉川（1992）による分析から権威主義的伝統主義と学歴との関連が認めら

れ、学歴が低いほど、権威主義的伝統主義の傾向があることが確認された。そのような学歴との関連は後

の研究においても確認され（吉川 2014）、近年の研究から非大卒男性（濱田 2019）、文系学部卒男性（渡

辺 2017）において強い権威主義的パーソナリティの傾向があることが指摘されている。

　第三の要因は家族である。例えば、日本の研究からも家族関係と権威主義的パーソナリティの関連が

指摘されてきた。直井（1986）は夫の親と同居する主婦であるほど、そうではない主婦に比べ、権威主

義的であることを明らかにした。しかし、青少年の権威主義的パーソナリティに対する家族による効果は

それほど強くないことも指摘されている（吉川 1996）。

第四の要因は心理状態である。濱田（2019）の研究から競争不安と閉塞感を感じるほど権威主義的パ

ーソナリティが強いことが示され、人の心理状態が権威主義的パーソナリティの強化と関連があることが

確認された。
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2.2 先行研究の課題

以上の先行研究から、権威主義的パーソナリティは低い教育水準と競争不安・閉塞感と関連があること

が分かった。近年においてはソーシャル・キャピタルと権威主義的パーソナリティを強化・緩和させる可

能性が指摘されているが、両者の関連性を確認した研究はまだ多くはない。そこで、ソーシャル・キャピ

タルの定義と類型についての話をまとめた後、ソーシャル・キャピタルが権威主義的パーソナリティをど

のように強化・緩和させることができるのかについて話を進めていきたい。

ソーシャル・キャピタルは人々の間の協調的な行動を促す「信頼」「互酬性の規範」「ネットワーク」で

（稲葉 2011：1）あり、個人的・構造的側面と集合的・認知的側面に分けられる（Portes 2000 ; Harpham 

2008）。　

まず、個人的・構造的側面は社会的接触・ネットワークを、集合的・認知的側面は社会的結束・社会的

資源に対する主観的認知を含める。そこで、集合的・認知的側面に当たる信頼は一般的信頼と個別的信頼

に分類され、一般的信頼とは人間一般に対する信頼を、個別的信頼は特定対象に対する信頼を意味する。

また、ソーシャル・キャピタルを結束型SCと橋渡しSCに区分する方法がある。結束型SCは大学の同窓会、

地縁にもとづく組織など同質な者同士を結びつけるソーシャル・キャピタルで、橋渡しSCは被災地支援

のためのボランティア団体といった異質な者同士を結びつくソーシャル・キャピタルである。

近年の研究からソーシャル・キャピタルがもたらす肯定的な役割が明らかになった。例えば、結束型

SCは人々に所属感を与え、市民参加を促し、地域社会の安定といった肯定的な役割を果たすが、その一

方で、社会における寛容度を下げ、村八分につながりやすいといった否定的な側面も指摘されている（稲

葉 2011：161-162）。

そのようなソーシャル・キャピタルの否定的な役割は排外主義の研究において議論が進められている。

例えば、辻（2008）は友人の多さや一般的信頼の高さとナショナル・プライドや愛国心の高さと関連が

あることを示した。そのため、地域社会における隣人同士の信頼が高い人は地域内における伝統や規範、

秩序を守らない人に対し、不寛容となり、それが権威主義的パーソナリティにつながる可能性が存在する。

一方、異質なものを結びつける橋渡し型SCは本人と異なる価値観をもつ人と接する機会をもたらすこ

とによって、権威主義的パーソナリティを緩和させる可能性が存在する。すでに述べた排外主義の研究に

よって提唱された接触仮説（Contact Theory）によれば、異なる人種、民族集団など外集団との接触経験

は外集団に対する偏見や排外意識を低めるとする。実際、接触仮説の是非に関する研究が進められ、日本

において外国人の個人的な接触と排外主義や偏見との負の関連が確認された（大槻 2006；伊藤 2011）。

例えば、大槻（2006）はあいさつを交わすことや、生活する地域において外国人を見かけるような間

接的な接触でも外国人の受け入れに肯定的であることを明らかにし、伊藤（2011）は外国人と「あいさ

つなど軽く言葉を回したことがある」「同じ職場で一緒に働いたことがある」「同じ職場で一緒に働いたこ

とがある」といった外国人との接触が外国人に対する抵抗感と負の関連があることが示した。また、外国

人との接触頻度が低いほど排外主義的である結果は金（2015）よる研究からも確認された。

外国人との接触のみならず、橋渡し型SCにおいても排外主義との負の関連が指摘され（米良 2020）、
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他者一般への信頼を意味する一般的信頼が高いほど排外主義的態度が弱いという研究結果も発表されてお

り（金 2015）、一般的信頼が高い人は他者を信用するため、一般的信頼が低いものに比べ、困難な時に

権威のあるものに依存する必要性をあまり感じず、権威主義的パーソナリティを緩和させると考えられる。

そこで、外国人との接触が偏見や排外主義を低めるとする接触仮説は権威主義的パーソナリティにも適

用でき、橋渡し型SCによって、本人と異なる価値観をもつものとの接触機会が高いものはそうではない

ものに比べ、より多様な価値観をもつ人との接触経験が得られ、また、それによって拡張された信頼は権

威主義的パーソナリティを緩和させる可能性が存在する。

また、競争不安と関連して、競争不安を感じる人ほど、周囲を競争者と認識することによって、他者に

対する一般的信頼が低く、一般的信頼が低いほど、政治家や知識人など、権威のある人を信頼することに

より、権威主義的パーソナリティを高める可能性が存在する。

以上、先行研究から得た知見をもとに本稿では以下の七つの仮説をもとに分析を行う。

仮説１.１　親しい人の数が多いほど、権威主義的パーソナリティが低い

仮説１.２　一般的信頼が高いほど、権威主義的パーソナリティが低い

仮説２.１　近所：サポートが高いほど、権威主義的パーソナリティが高い

仮説２.２　近所：きずなが高いほど、権威主義的パーソナリティが高い

仮説２.３　個別的信頼が高いほど、権威主義的パーソナリティが高い

仮説３.１　競争不安が高いほど、一般的信頼が低い

仮説３.２　競争不安は一般的信頼を経由して権威主義的パーソナリティを高める

３．方法

3.1 データ

本稿では、2022年1月～3月に実施された「2022年階層と社会意識全国調査（SSP2022）（訪問面接調査）」

によるデータを用いた。有効回収数は2395、有効回収率34.73%である。SSP2022調査の対象地域は一部

の島嶼部等を除く日本全国であり、選挙人名簿による層化二段無作為抽出によって標本が抽出された。分

析対象者は全国の20から64歳までの男女であり、欠損（無回答・回答不備）がないケースである1797人

の変数を使用した（小林＆前田 2023）。

3.2 変数

表１は、分析で用いた従属変数の度数分布である。本稿では「権威主義的パーソナリティ」を構成する

四つの変数、即ち「権威のある人々にはつねに敬意を払わなければならない」「以前からなされていたや

り方を守ることが、最上の結果を生む」「伝統や習慣にしたがったやり方に疑問を持つ人は、結局は問題
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をひきおこすことになる」「この複雑な世の中をなすべきかを知る一番よい方法は、指導者や専門家に頼

ることである」を用いる。上記の四つの項目は権威主義的伝統主義を問う項目で、権威主義的伝統主義と

は伝統的権威を中心とした権威のあるひと、ものへの服従、逸脱者への攻撃の態度を意味するものである

（吉川 1992）。

そこで、「この複雑な世の中で何をなすべきかを知る一番よい方法は、指導者や専門家に頼ることである」

の平均値が2.71で最も高く、「以前からなされていたやり方を守ることが、最上の結果を生む」の平均値

が2.09で最も低かった。一方、「権威のある人々にはつねに敬意を払わなければならない」「伝統や慣習に

したがったやり方に疑問を持つ人は、結局は問題をひきおこすことになる」の平均値は各々2.38と2.37

であった。

表２は独立変数の記述統計量を表している。独立変数は親しい人の数、近所の人たちは手助けしてくれる）、

近所：きずな（近所の人たちは強いきずなで結ばれている）、一般的信頼（たいていのひとは信頼できる）、

個別的信頼（何をするにしても、知らない人より、よく知った人の方が信頼できる）である。そこで、本

稿では親しい人の数と一般的信頼を橋渡し型SCと、近所：サポートと近所：きずな、個別的信頼を結束

型SCと定義する。

また、先行研究に従い（吉川 1998；吉川 2014；濱田 2017）、性別、年齢、学歴、職業、配偶者の有無、

主観的健康感、親しい家族・親族の数、競争不安、閉塞感を統制変数として投入した。

3.3 分析方法

本稿では統計分析ソフトウェアであるSPSS28を使用して，平均値，標準偏差といった記述統計を算出し，

表 1． 従属変数の基礎統計量

表 2． 独立変数の記述統計量
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その後，SCと権威主義的パーソナリティの関連を検討した．

具体的には，五つのSCを独立変数，権威主義的パーソナリティを従属変数とし，7つの変数を統制変

数として投入した重回帰分析を行った．その際、多重共線性は発生しないことが確認された。

また，競争不安と一般的信頼、権威主義的パーソナリティの関連を明らかにするため、SPSSのProcess 

MACRO（Hayes 2018）のMODEL4を用いて一般的信頼を媒介した間接効果を検証した．その際，ブー

トストラップ法による反復抽出は5000回であり，信頼区間（confi dence interval: CI）は95％であった．

４．分析結果

4.1 因子分析

表３は「権威主義的パーソナリティ」を構成する四つの変数を因子分析した結果である。因子分析の方

法は主因子法である。「権威主義的パーソナリティ」を構成する「権威のある人々にはつねに敬意を払わ

なければならない」「以前からなされていたやり方を守ることが、最上の結果を生む」「伝統や習慣にした

がったやり方に疑問を持つ人は、結局は問題をひきおこすことになる」「この複雑な世の中をなすべきか

を知る一番よい方法は、指導者や専門家に頼ることである」の因子負荷量は各々0.508、0.781、0.632、

0.523であり、全て0.5を超えている。そこで、ここから得られた権威主義的パーソナリティの因子を従

属変数として次の相関分析と重回帰分析を行う。 

4.2 相関分析

表４は「権威主義的パーソナリティ因子」と五つのソーシャル・キャピタルの間の相関係数を求めたも

のを表としてあらわしたものである。まず、権威主義的パーソナリティと近所：サポート、近所：きずな、

表 3． 因子分析

表 4． 権威主義的パーソナリティ因子とソーシャル ・キャピタルの相関係数
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一般的信頼、個別的信頼の間における正の相関関係が見られることが確認された。次に親しい人の数は近

所：サポート、近所：きずな、一般的信頼、個別的信頼と正の相関関係が、近所：サポートは近所：きず

な、一般的信頼、個別的信頼と正の相関関係が、近所：きずなは一般的信頼と個別的信頼と、一般的信頼

は個別的信頼と正の相関関係が示された。

4.3 重回帰分析

本稿ではソーシャル・キャピタルと権威主義的パーソナリティの関連を明らかにするために、重回帰分

析を行う。分析の際には、表２の因子分析によって得られた権威主義的パーソナリティの因子を従属変数

とし、独立変数として二つの橋渡しSCと三つの結束型SCを投入した。そこで、分析では四つのモデル

に分けて各々のソーシャル・キャピタルによる効果とすべてのソーシャル・キャピタルを投入した際にお

ける効果を確認する。表５はその結果を示したものである。

表 5． 重回帰分析
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最初にモデル１から親しい人の数との関連を確認したところ、権威主義的パーソナリティと親しい人の

数の間の関連は統計的に有意ではないことが確認された。

次にモデル２では近所：サポートと近所：きずなとの関連を確認した結果、近所：サポートと権威主義

的パーソナリティとの関連は統計的に有意ではなかったが、近所：きずなとの関連は統計的に有意であり、

ここから、近所の人は強いきずなで結ばれていると考えるほど、権威主義的パーソナリティが強いことが

確認された。

モデル３では一般的信頼と個別的信頼との関連を確認した。その結果、一般的信頼と権威主義的パーソ

ナリティおよび個別的信頼と権威主義的パーソナリティの関連が統計的に有意であることが確認された。

ここから、だいていのひとは信頼できると思う人ほど、また、何をするにしても、知らない人より、よく

知った人の方が信頼できると思う人ほど権威主義的パーソナリティが強いことが確認された。

最後にモデル４ではモデル１からモデル３までのソーシャル・キャピタルを投入して各々のソーシャル・

キャピタルの効果を確認した。その結果、近所：きずなと一般的信頼および個別的信頼はモデル２と３か

ら表れた結果と同じような傾向が見られた。特に親しい家族・親族の数と親しい人の数においてはモデル

１では権威主義的パーソナリティとの関連が統計的に有意ではなかったが、モデル４では統計的に有意に

なった。この結果から、親しい家族・親族の数が多いほど、権威主義的パーソナリティが強く、親しい人

の数が多いほど権威主義的パーソナリティが弱いことが確認された。

モデル４で親しい家族・親しい親族の数と権威主義的パーソナリティ、親しい人の数と権威主義的パー

ソナリティの関連が統計的に有意になった理由として、親しい人の数が高い人の特性について考える必要

がある。

表3の相関分析から親しい人の数と近所：きずな、近所：サポート、個別的信頼が正の相関関係がある

ことから、親しい人が多い人であるほど、結束型SCが高いことが分かる。そのため、親しい人の数以外

の結束型SCの独立変数を投入することによって、親しい人の数が多い人々の中で結束型SCが多く、権
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威主義的パーソナリティが強い人の効果が奪われ、それによって親しい人が多く、権威主義的パーソナリ

ティが弱い人がより鮮明になったことによる結果と解釈可能であろう。

また、いずれのモデルにおいても統制変数である学歴、世帯収入、競争不安、閉塞感は権威主義的パー

ソナリティと統計的に有意であり、初等学歴ほど、世帯収入が低いほど、競争不安と閉塞感を感じるほど

権威主義的パーソナリティが高いことが確認された。しかし、性別や年齢、職業、配偶者の有無、主観的

健康感、都市規模との関連は統計的に有意ではなかった。図１は権威主義的パーソナリティとソーシャル・

キャピタルの関係をまとめたものである。

4.4 媒介分析

次の媒介分析では、競争不安と権威主義的パーソナリティの関連における一般的信頼の間接効果を確認

した。まず、表６は権威主義的パーソナリティと一般的信頼を従属変数とした際における分析結果である。

分析結果から、競争不安は一般的信頼と負の関連があることが確認され、競争不安を感じるほど、一般的

表 6． 重回帰分析
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信頼が低いことが確認された。次の図２はその三つの変数の関連を示したパス図である。分析結果から間

接効果は -0.007で、BootLLCIが -0.013、BootULCIが -0.001であり、統計的に有意であることが示された。

以上の結果から、競争不安は一般的信頼を経由して権威主義的パーソナリティを高めるよりは、むしろ権

威主義的パーソナリティを弱めることに関連があることが明らかになった。

５．考察

本稿では、権威主義的パーソナリティとソーシャル・キャピタルを問った全国調査データを用いて多変

量解析を行い、どのようなソーシャル・キャピタルが権威主義的パーソナリティを強化・緩和させるのか

について検証した。分析結果から第一に、親しい人の数は権威主義的パーソナリティと負の関連があるこ

と、第二に、一般的信頼は権威主義的パーソナリティと正の関連があること、第三に、個別的信頼は権威

主義的パーソナリティと正の関連があることが示された。

まず、第一は親しい人の数と権威主義的パーソナリティに関する知見である。日本における排外主義研

究から外国人との接触頻度が高い人ほど排外主義的態度が弱いことが示されたが、本稿における分析結果

によって、排外主義的態度のみならず、権威主義的パーソナリティにおいても人との接触が権威主義的パ

ーソナリティを緩和させる可能性が示唆された。しかし、分析結果から親しい人の数の多い人の中には権

威主義的パーソナリティが強い人も、また権威主義的パーソナリティが弱い人も存在しており、親しい人

の数が多いことによって本人がもつ権威主義的パーソナリティが弱まったのか、あるいはもともと権威主

義的パーソナリティが弱いことにより、多様な価値観をもつ人との交流可能性が高まった結果なのかのど

ちらが原因なのかについてのさらなる検討が必要であろう。

第二は一般的信頼と権威主義的パーソナリティに関する知見である。先行研究では一般的信頼が排外主

義態度を緩和させることが指摘され、親しい人の数と同様、一般的信頼も権威主義的パーソナリティを緩
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和させると予測したが、実際のところそうではなく、むしろ一般的信頼が高いほど、権威主義的パーソナ

リティが高いことが確認された。

そこで問うべきところは、なぜ、日本において一般的信頼は権威主義的パーソナリティと親和性が見ら

れるのかである。吉川（1992）は日本における権威主義的伝統主義が近代社会に特徴的な伝統的権威の

喪失という明確な歴史的段階を経過していないため、本来きわめて近代的な概念であるはずの権威主義的

パーソナリティが現代日本社会においては伝統的権威に基づいた攻撃・従傾傾向と不可分の関係にあるこ

とを指摘する。

先に紹介した吉川の議論を考慮すれば、日本において一般的信頼と権威主義的パーソナリティにおける

親和性が見られる原因は伝統的権威の喪失が発生していなかったため、一般的信頼が権威への抵抗と、市

民間の連帯に基づいたものではなく、伝統的な権威に基づいているからであると解釈できる。

第三は個別的信頼・近所：きずなに関する知見である。先行研究から指摘された通り、強すぎる結束型

SCは結束型SCを共有しないものに対して排他的な態度をとり、本人たちの価値観を他者に要求・強要す

ることが考えられる。本稿における分析結果からも個別的信頼と近所：きずなといった結束型SCと権威

主義的パーソナリティの間における正の関連が示されており、結束型SCの危険性が確認された。

第四は競争不安と一般的信頼に関する知見である。競争不安を感じる人ほど、他者を協力の対象より、

競争の相手として認識することによって、他者一般に対する一般的信頼が低下することが予想されたが、

分析結果からも競争不安を感じるほど、一般的信頼が低い傾向が表れることが確認された。

第五は競争不安と一般的信頼、権威主義的パーソナリティの関連における知見である。先行研究からは

競争不安と権威主義的パーソナリティの間の正の関連が指摘され、競争不安は一般的信頼を弱めることに

よって権威主義的パーソナリティを強めると考えられたが、実際にはそうではなく、競争不安は確かに一

般的信頼を弱めるが、一般的信頼と権威主義的パーソナリティは正の関連があることから、競争不安は一

般的信頼を弱めるとともに権威主義的パーソナリティを弱めることを示唆する結果が得られた。　　

日本においては競争不安を感じる人は社会における人一般に対する信頼が低く、その代わりに権威のあ

るものに依存することによって、権威主義的パーソナリティを強めるよりは、権威主義的パーソナリティ

も弱まることがわかる。それは、第二で述べた通り、日本における一般的信頼は伝統的な権威に基づくも

のであるため、競争不安を感じるものによる一般的信頼の低下は社会において権威をもつものに対する信

頼の低下にまでつながることによる結果と考えられる。

次に、本稿による意義である。１つ目の意義は日本において権威主義的パーソナリティとソーシャル・

キャピタルの関連を確認したことである。日本での先行研究では主に社会属性および心理状態と権威主義

的パーソナリティの関連が指摘されてきた。本稿では、結束型SCと橋渡しSCのようなソーシャル・キ

ャピタルと権威主義的パーソナリティの関連を確認した。特に橋渡しSCの一般的信頼が権威主義態度を

関連があることを示すことによって、橋渡しSCによる否定的な側面を明らかにした。２つ目の意義は競

争不安を感じる人であるほど権威主義的パーソナリティが強いが、競争不安は一般的信頼を経由して権威

主義的パーソナリティを弱めることを確認したことを確認したことである。具体的には本稿の分析結果か
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ら競争不安を感じる人は社会一般に対する信頼を失うことによって、権威主義的パーソナリティを強める

のではなく、むしろ権威主義的パーソナリティを弱めることが確認された。

最後に、本稿における限界である。１つ目の限界として、権威主義的パーソナリティの尺度による限界

である。２つ目の限界として、横断データによる分析であるため、因果の方向性が特定できないことであ

る。３つ目の限界は、媒介分析における間接効果の弱さである。ただ、間接効果の弱さにも関わらず、競

争不安と一般的信頼、権威主義的パーソナリティにおける新たな知見を発見できたことには意義を見出す

ことができると考えられる。

付記

本研究は JSPS科研費 JP19H00609の助成を受けて、SSPプロジェクト（http://ssp.hus.osakau.ac.jp/）の

一環として行われたものである。
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Authoritarian personalities and social capitals in contemporary 
Japanese society :

What types of social capital are associated with high or low 
authoritarian personalities?

Hwang CHOE

Abstract:
The purpose of this paper is to investigate the relationship between social capital and authoritarian personalities 

in contemporary Japan. Previous researchers have identifi ed factors such as education, occupation, and family as 

infl uencing authoritarian personalities, but research on the relationship with social capital remains limited. Therefore, 

for this paper, the author uses nationwide survey data and conducts multivariate analysis (factor analysis, multiple 

regression analysis, and mediation analysis) to examine the relationships between two types of social capital—

bonding and bridging—and authoritarian personalities. The results confi rm that having more close acquaintances 

is negatively associated with authoritarian personalities, while greater neighborhood cohesion, general trust, 

and particular trust are positively associated with authoritarian personalities. Furthermore, mediation analysis is 

conducted to examine the indirect eff ect of general trust on authoritarian personalities through competition anxiety 

and reveals that general trust has a negative indirect eff ect. This paper’s fi ndings demonstrate that individuals with 

more bonding social capital tend to have stronger authoritarian personalities. Particularly in the case of bridging 

social capital, having more close acquaintances weakens authoritarian personalities, but more general trust 

strengthen authoritarian personalities, indicating diversity in the relationship between bridging social capital and 

authoritarian personalities. In addition, the study confi rms the relationships among competition anxiety, general trust, 

and authoritarian personalities: Competition anxiety decreases general trust, which in turn reduces authoritarian 

personalities. This provides insights into the tripartite relationship in Japan.

Key Words :  Authoritarian Personality, Social Capital, Anxiety about Competing with Others, Multivariable Analysis




